
どんな政権のもとでも
国民の立場で
スジとおし働きます。

● 労働者派遣法の抜本改正
● 後期高齢者医療制度の撤廃
● 障害者自立支援法の応益負担の撤廃
● 農産物の価格保障・所得補償の実施
● 米軍基地の縮小・撤去
● 核兵器廃絶へのイニシアチブの発揮
● 企業・団体献金の禁止

民主党のあぶない話
消費税 「将来は引き上げが必要」
憲法 「９条を変え自衛軍を書き込む」

衆　　院
比例定数「80議席減らす」

自公政権を
終わらせる選挙です

日本の進路を
選択する選挙です

くらしと権利をまもる
「ルールある経済社会」を

憲法９条いかし
「自主・自立」の平和外交を

　日本共産党は、自公政治に代わる21世紀の日本の進路と
して２つの「旗印」を掲げています。

　「使い捨て自由」の不安定雇用を広げ、社会保障を切り捨て、医療
も介護も年金も大変。そのうえ庶民には負担を押しつけながら、大
企業や大金持ちには減税…。こんな自民・公明の政権は、もう退場し
てもらうしかありません。日本共産党は、このひどい政治と正面から
たたかってきた政党です。日本共産党をのばして、自公政治も「大連
立」も許さない、国民の審判を下しましょう。

　大企業中心の政治を変えて、人間らしく働くルール
の確立、くらしと社会保障優先の経済に切り替えます。

　オバマ米大統領の「核廃絶演説」など、平和の流れが
広がっています。いまこそ「軍事同盟絶対」の外交から、
世界に誇る憲法９条をいかした平和外交に転換します。

　日本共産党は、国民のくらしを守り願いを実現するため
がんばってきた政党として、民主党中心の政権ができた場
合にも、国民の立場からスジをとおす「建設的野党」として
働きます。

国民の願い実現のため
政治を動かしがんばります
国民の願い実現のため
政治を動かしがんばります

あぶない政治には
待ったをかけます
あぶない政治には
待ったをかけます
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